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原水の水質管理上の注意点 

系統 要因 水質管理上注意すべき項目 浄水処理上の対応 

筑
後
川
系 

降雨等による原水水質の変化 

原水濁度の上昇 

原水 pH の低下 

原水有機物濃度の上昇 

送水 pH の上昇 

凝集剤の適正注入（※１） 

前アルカリ剤の注入によるpH調整（※２） 

粉末活性炭の注入 

後アルカリ剤の停止（※３） 

有機物を多く含む水の流下 浄水中のトリハロメタンの増加 粉末活性炭の注入（※４） 

藻類等プランクトンの増殖 

（特に、４月～10 月） 

原水 pH の上昇による凝集阻害 酸注入による原水 pH 調整（※５） 

カビ臭等の発生 粉末活性炭の注入 

生物によるろ過池の目詰まり等 
凝集剤の適正注入 

塩素処理の強化 

ピコプランクトン、黄砂の発生 ろ過水濁度の上昇 
凝集剤の適正注入 

酸注入による原水 pH 調整 

農薬散布 (特に、5 月～10

月) 
農薬類の増加 粉末活性炭の注入 

処理が不十分な排水の流入 病原性原虫類の混入 
凝集剤の適正注入 

ろ過水の濁度管理（※６） 

油類、毒物等による突発汚染

事故 

油流出事故による臭気異常、 

毒物の混入 

油臭ｾﾝｻｰ､魚類監視装置の監視強化 

粉末活性炭の注入 

取水停止 

｟
予
備
水
源
｠ 

八
女
系 

富栄養化の進行 

藻類等の発生 

(特に、４月～10 月) 

原水 pＨの上昇による凝集阻害 酸注入による原水 pH 調整 

カビ臭等の発生 
粉末活性炭の注入 

取水位置（水深）の変更 

生物によるろ過池の目詰まり等 
凝集剤の適正注入 

塩素処理の強化 

※１：凝集剤の注入により、原水中の濁質や生物類を除去することができる。 

※２：降雨により河川水の希釈効果が大きくなると、原水 pH が著しく低下する。そのため、原水へアルカリ剤を

注入し、適切な凝集域 pH へ移行させる。 

※３：降雨により送水のアルカリ度が低下すると、送水管のモルタルライニングからアルカリ分が溶出し、送水

pH が上昇する。そのため、アルカリ剤の注入を停止する。 

※４：粉末活性炭の注入により、原水中の有機物、臭い及び農薬類等を吸着除去することができる。 

※５：原水中の生物の活動（炭酸同化作用）が顕著になると原水 pH が上昇し、凝集剤によるフロックの生成が

悪くなる。このような場合、原水へ硫酸を添加して pH を中性付近（pH7.0）にすることで凝集効果を向上

させるもの。 

※６：ろ過水の濁度を常時 0.1 度以下で管理すれば、クリプトスポリジウム等の病原性原虫を除去できるとさ

れている。 

  
魚類監視装置 粉末活性炭注入設備 

【用語集掲載ページ】 
・トリハロメタン P9 ・ピコプランクトン P10  ・黄砂 P4 

・富栄養化 P10  ・モルタルライニング P12 

・クリプトスポリジウム P3 
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